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 絵…①物の形象を線や色で平面にえがき表したもの。絵画。画。	 
	 	 落書き…門、壁など書いてはいけない場所にいたずら書きをすること。たわむれに書くこ	 	 	 
	 	 と。また、その書いたもの。らくしょ。	 
	 	 ドローイング…無彩、または淡彩の図画・デッサン。または製図。	 
	 	 デッサン…①線や筆触で物の形を捉えることを主眼に描いたもの。素描。②ものごとのあ	 	 
	 	 らすじ。	 
	 	 素描…①（dessin	 フランス）単一色、一般に黒色の線もしくは点で物の形象をあらわした	 	 
	 	 絵。絵画の基礎となる物。すがき。デッサン。②転じてある物事の簡潔な文章表現。	 
	 	 タブロー…①絵。特に、壁画に対して板絵。②仕上がった絵画作品。完成作品。	 
	 	 ペインティング…絵を描くこと。色を塗ること。	 
	 	 絵画…物体の形象を平面に描き出したもの。特に芸術作品としての絵。画。	 
	 	 画…（慣用音）えがくこと。1	 
                                            


































                                            
2 「感性の日記としてのドローイング」『絵画の教科書』 三晃書房	 2001	 p.209 






















	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 














	 	 絵の基本は形と色と調子です。形は自分で工夫したもの、個性が大切です。すこしくらい	 
	 	 大人の人にわからなくても大丈夫。（中略）えのぐは水の量を調節できるかが鍵になりま	 
	 	 す。濁色にみえても濃く塗ると深みのある色になってくるものです。これを暗いと思い込	 
	 	 まない事です。	 絵の具を混ぜる事を怖がらず変化をだすつもりで汚れた色も出してみる事	 









	 	 家にあるもの、不要になったものを使って何かを作る事は想像力を増してくれ楽しいもの	 
	 	 です。何かの芯や空き箱等を取っておいたり、山に行った時にはきれいな葉や小枝を集め	 
	 	 たり、海に行ったら貝殻を持って帰ってくるといいですね。紙やセロテープ、ボンドなど	 
	 	 の場所を決めて置いておくとこれらのものを組み合わせて面白いものがたくさん出来てき	 
	 	 そうです。出来た作品を飾るようにする事も大切です。5	 
                                            
4	 堀博喜「絵画教室予定表」	 五ケ丘大和幼稚園	 2016	 １月 



















	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 















	 	 いろいろな機会にストックが更新され増加し、また前にものを作ったり壊したりしたとき	 
	 	 の残りもので維持されているのである。したがって器用人の使うものの集合は、ある一つ	 
	 	 の計画によって定義されるものではない。(中略)器用人の用いる資材集合は、単に資材性	 	 	 
	 	 〔潜在的有用性〕のみによって定義される。器用人自身の言い方を借りて言い換えるなら	 



















                                            
6 クロード・レヴィ＝ストロース「具体の科学」『野生の思考』大橋保夫訳	 みすず書房	 1976	 p.22 
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 絵画に託された／照らされた思考や問題は、意外と広く深い射程を持っている。モダニズ	 	 	 
	 	 ムにおける他ジャンルとの比較から導き出された本質主義的な絵画観は、そのひとつの可	 
	 	 能性にすぎない。ジャンルとかミディアムという以前に、絵画はもっと原理的な次元で人	 












                                            
9 田中英道「絵画とは何か」『絵画の教科書』 三晃書房	 2001	 p.13 








	 	 画面の全体像を視野の片隅においておけるかどうかということでは、鉛筆は、それを許さ	 
	 	 ない道具です。そもそも筆の、あの柄の長さは、画家たちが絵画の部分を描くときにも、	 
	 	 画面全体を意識していることができるようにとの配慮からああなっているのではないかと	 
	 	 思いますが、鉛筆は、その距離を与えてくれません。暗闇ではないのですが、鉛筆で画面	 















	 	 線の優位という考え方は、１９世紀の美術教育の中では、完全にカリキュラムの中に定着	 
	 	 していきます。画家たるもののもっとも大事な技術は、色彩や陰影や様々なテクニックを	 
	 	 終的に表現の審級において制御しまとめあげる線の技術なのだというわけです。（中略）	 
	 	 世界を分析し、構成し、意味づける力（英語におけるarticulation）を代表するのが線。13	 
                                            
11	 林道郎『絵画は二度死ぬ、あるいは死なない①	 Cy Twombly』	 ART TRACE	 2003	 p.21-22 
12	 同上	 p.22 













	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 








                                            















	 	 	 	 	 	 	 









































                                            

























図	 8	 『ルビンの壺』	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 図 9『静物』2014	 
 
	 	 

















	 	 	 	 	 	 




















	 	 クレーは制作過程を「分節」と呼んだ。分節とは、一様で反復しないセル、言い換えれば	 
	 	 カオスでしかないセルに変化を与え、組織化し、つぎに器官化してゆくという個体化・有	 
	 	 機化のプロセスに他ならない。（中略）「分節」とはそもそも生命科学の発生学領域の専	 
	 	 門用語であり、たったひとつの受精卵が分化と増殖を重ねて個体を作り出す発生的プロセ	 














                                            
16	 前田富士男「絵画の死生学」『ユリイカ 2011年 4月号	 クレー特集』	 青土社	 p.125	  
17 「ひらめき算数１分パズル 正三角形の個数は？」2015	 	 http://jukensansu.cocolog-nifty.com/1mon1pun/ 
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 図	 12	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 


















	 	 	 	 	 	 









































































	 	 	 	 



















                                            

















	 	 クレーは「創造意欲の内奥に入り込み、創造過程を跡づける」必要性を強く強調した。そ	 	 	 









	 	 クレーは、造形手段を一種の成長力と見、まず何よりも 初から、手段そのものに高度な	 
	 	 独立した力を認めたうえで、この手段を発生的に自ら成長、拡大してゆくにまかせ、それ	 
	 	 から、つねに新たな証言をいろいろと誘い出すのであった。（中略）クレーは、内面の秩	 
	 	 序から出発して、その秩序をリズミカルに生育させた。彼にあっては、構成は決して固定	 
	 	 したものではない。彼は、構成が 終的によってもって生じてきたところの、換言すれば、	 
                                            
19 『造形思考・上』土方定一、菊盛英夫、坂崎乙郎訳	 筑摩書房	 2016	 冒頭 
20	 中山公男、保井亜弓『週刊グレートアーティスト 21	 クレー』	 同朋舎	 1990	 p.10 
 28 
	 	 見出されたところの−−−−より深くに存在する秩序、それを追求したのである。そしてその	 
	 	 秩序は、確かにいっそう複雑ではあるが、それだけにいっそう豊かでもある世界を有して	 





















	 	 面は、純粋培養の状態では、静的な要素である。だが、面が動きはじめると、面は線の性	 
	 	 格に近づいていく。（中略）その結果、われわれは再び能動的な線に行きついてしまうの	 





                                            
21 『パウル・クレー手稿	 造形理論ノート』西田秀穂訳	 美術公論社	 1988	 p.334-335 





	 	 世界を一つの全体として眺めるとき、それは動力学的な性質を備えている。静力学の問題	 
	 	 は、世界全体を部分的に取上げたとき、はじめて起ってくる。（中略）微小なものの世界	 
	 	 をのぞいてみよう。すると私たちの眼は再び、動力学的な領域に（中略）ぶつかる。	 
	 	 とすれば、動力学的な大宇宙と、同じく動力学的な小宇宙が存在することになる。そして、	 









	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 














	 	 対立概念としてのカオスは、本来の、本当に真実のカオスではなく、宇宙という概念に対	 
	 	 して区域的に規定された概念である。本来のカオスは、計り得るものではなく、永遠に測	 






















                                            
23 『造形思考・上』土方定一、菊盛英夫、坂崎乙郎訳	 筑摩書房	 2016	 p.57 
24 	 同上 p.167 
25	 ヴォルガン・ケルステン、池田祐子、三輪健仁「展覧会への序章」	 『パウル・クレーおわらないアトリエ』展カ	  


















	 	 自然を直観し、観察することに長じて、世界観にまで上昇するほど、抽象的な形成物を自	 	 	 
	 	 由に造形できる。こうして、抽象的な形成物は意図された図式的なものを越えて、新しい	 








	 	 生長とは、それまでに静止していたものに新しい何ものかがつけ加わった結果、物質が前	 
	 	 進する運動である。地上の世界の運動は、エネルギーを必要とする。罫、線、さらには面、	 
	 	 色調、色彩など私たちの造形要素についても同じことが言える。29	 
                                            
26	 構成＋解題前田富士男「絵画の死生学」『2011年ユリイカ 4月号クレー特集』	 青土社	 p.125 
27 『三省堂	 大辞林』http://www.weblio.jp/content/分節 
28 「自然研究の方法」『造形思考・上』土方定一、菊盛英夫、坂崎乙郎訳	 筑摩書房	 2016 	 p.146-147 
29 『無限の造形・上』南原実訳	 新潮社	 1981	 p.93 
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 図 21（左）	 Paul	 Klee『Illuminated	 Leaf』1929	 






                                            

































                                            
31 『パウル・クレーにおける「分節」概念の成立』	 前田富士男	 哲学第 62集	 1974 
















	 	 	 	 	 	 	 	 





                                            
32 『三省堂	 大辞林』http://www.weblio.jp/content/ポリフォニー 
33 『造形思考・上』土方定一、菊盛英夫、坂崎乙郎訳	 筑摩書房	 2016 	 p.418 
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34 『現代美術用語辞典 ver.2.0 - Artscape』http://artscape.jp/index.html 
35 「多声的－複数であること」『パウル・クレー	 だれにもないしょ。』展カタログ	 2015	  p.79 
36 『造形思考・上』土方定一、菊盛英夫、坂崎乙郎訳	 筑摩書房	 2016	  p.166 







































	 	 私は仮説からではなく、実例から出発せねばならぬ。必要とあれば、この上なく些細なこ	 
	 	 とからでも出発せねばならぬ。組織的な法則を確立しえたときには、私はそこから、熱に	 
	 	 浮かされた空想の楼閣から得られるもの以上のものを得ることができるだろう。そして一	 










	 	 私は、こちら側とあちら側、それぞれの力の均衡を保たせることをわれわれの研究対象に	 
	 	 してみたいのだが、しかも地球の引力から生起するそれらの力の、したがってそれぞれの	 
	 	 自重の均衡を保たせることを研究の対象とすることでもある。この種の力は、われわれに	 
	 	 きわめて密接な関係にあるように思う。というのは、われわれ自身が、物理的にこの比重	 









                                            
38	 マルセル・ブリヨン『抽象芸術』瀧口修造、東野芳明、大岡信訳	 紀伊國屋書店	 1968	 p.130 
39 『パウル・クレー手稿	 造形理論ノート』西田秀穂訳	 美術公論社	 1988	 p.215 
40	 同上 p.216 





	 	 	 	 	 	 	 


















































                                            
42	 林道郎『絵画は二度死ぬ、あるいは死なない①	 Cy Twombly』	 ART TRACE	 2003	 p.15 


























誌『ART	 TRACE	 PRESS	 03』に次のようなエピソードが紹介されている。	 
	 
	 	 彼に関しては言うことがない。で、即座にマザウェルは、自分が所属していたニューヨー	 	 	 
	 	 クのギャラリーに彼を紹介して、トゥオンブリは今一番有望な若手だからといって、そこ	 
	 	 で展覧会が開かれるようになる44	 
	 
	 
                                            
44	 田中正之、林道郎、松浦寿夫「ブラック・マウンテン・カレッジ再考：失われつつある未来のために」 





	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 





	 	 私は完全な抽象主義者ではありません。思考の背後に物語がなければなりません。私が詩	 













                                            
45	 『美術手帖 2011年５月号	 特集	 現代アートの巨匠』	 美術出版社	 2011	 p.10 





















	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  図 28	 Cy	 Twombly『COLD	 STREAM』1966	 
                                            
47	 クレメント・グリーンバーグ「さらに新たなるラオコオンに向かって」『グリーン・バーグ批評選集』高藤武允訳	 	 
	 	 	 勁草書房	 2005	 p.41	 
































                                            
49	 ロラン・バルト「サイ・トゥオンブリ	 または	 量ヨリ質」『美術論集	 アルチンボルトからポップアートまで』 
	 	 沢崎浩平訳	 みすず書房	 1986	  p.91-92 

















	 	 TW は、現代画家の多くが選んだ態度とは逆に、動作を示す。求められるのは、生産物を見、	 
	 	 考え、味わうことではない。そこに至った運動を見直し、見定め、いってみれば《楽しむ》	 













                                            
51 ロラン・バルト「サイ・トゥオンブリ	 または	 量ヨリ質」『美術論集	 アルチンボルトからポップアートまで』 
	 	 沢崎浩平訳	 みすず書房	 1986	 p.104 



























	 	 TW は、当然のこととして、公然と落書きを始める作家なのである。周知のように、落書き	 
	 	 の本質をなすのは、実をいえば、書き込まれた文字でも、そのメッセージでもない。壁で	 
	 	 あり、背景をなす地であり、机である。54	 
	 
	 
                                            
53	 ロラン・バルト「芸術の知恵」『美術論集	 アルチンボルトからポップアートまで』 
	 	  沢崎浩平訳	 みすず書房	 1986	 p.113 





	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

















                                            
55 ロラン・バルト「芸術の知恵」『美術論集	 アルチンボルトからポップアートまで』	 















	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 30	 Cy	 Twombly『APOLLO	 AND	 THE	 ARTIST』1975	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 TW においては文字－飾り文字とは正反対のもの－は、真剣に書かれていない。（中略）TW	 	 	 	 	 
	 	 の書はもっと空しい。解読できるが解釈できないのである。（中略）このぼんやりした状態	 	 	 
	 	 は、逆説的ながら、謎の観念を一切排除する。ぼんやりした状態は死とはそぐわない。そ	 



























                                            
56 ロラン・バルト「サイ・トゥオンブリ	 または	 量ヨリ質」『美術論集	 アルチンボルトからポップアートまで』 
	 	 沢崎浩平訳	 みすず書房	 1986	 p.85-87 



































































                                            















	 	 組織が継続的に環境に適応していくためには、組織は主体的にその戦略・組織を革新して	 
	 	 いかなければならない。このような自己革新組織の本質は、自己と世界に関する新たな	 
	 	 認識枠組みを作り出すこと、すなわち概念の創造にある。（中略）自らの依って立つ概念	 
	 	 についての自覚が希薄だからこそ、いま行っていることが何なのかということの意味がわ	 
	 	 からないままに、パターン化された「模範解答」の繰り返しに終始する。それゆえ、戦略	 
	 	 策定を誤った場合でもその誤りを的確に認識できず、責任の所在が不明なままに、フィー	 
	 	 ドバックと反省による知の積み上げができないのである。その結果、自己否定的学習、す	 
	 	 なわちもはや無用もしくは有害となってしまった知識の棄却ができなくなる。過剰適応、	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 何かを見たり思い出したりして描きたくなったために描かれたものはみな外的状況の作用	 
	 	 によると言える。それ故、私はこのように絵と対応し合う対象を誘発対象と呼ぶことにす	 
	 	 る。この誘発対象には２種類のものがある。一つは本来の意味での対象あるいはモチーフ	 
	 	 であり、もう一つはモデルである。ここでモデルと呼ぶのはあらかじめ描かれたえのこと	 
	 	 である。それは子ども自身によって描かれたものであっても、他の人によるものであって	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 G.H.リュケ『子どもの絵』須賀哲夫監訳	 金子書房	 1979 

































                                            






	 	 描かれた絵、あるいは、描いている 中の絵に子どもが与える解釈はその絵を描こうとし	 
	 	 たときの意図とは異なっていることがあり得る。したがって、その解釈を意図のまま記憶	 
	 	 ということで説明することはできない。その絵に与えられた解釈の根拠は描画の中にしか	 























                                            

















	 	 	 	 	 	 





                                            


















































	 	 	 	 	 	 	 
	 	 	 図 37『シャンデリア』2013	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 38	 『星の位置』2015	 撮影：城戸保	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 
















	 絵画平面が持つ重層構造として目指そうとしているものに映像作品の『field	 of	 view』（2014,
図	 41）があげられる。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 



























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 








































                                            

























	 	 抽象芸術は、時に言われるように非具象なのだが、それはこの芸術がなにものかの像を形	 
	 	 づくることを目的とせず、また芸術家が筆によってこの世に誕生させる以前にすでに存在	 
	 	 していたような物を反映したり、さらには屈折したりすることによってさえも描こうとは	 







                                            




































２	 複数の領域に位置する間（あわい）の集合としての絵画	 思考モデル	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 



































	 	 両者の間には、移行相を形成する通時的でかつ非恣意的な構造体のための場所がある。考	 
	 	 えうるもっとも単純な体系の例である二項対立をもとにして、その両極に新しい項を付け	 
	 	 加えていってこの構造はでき上がるのである。つけ加える項は、それぞれの極と対立、相	 
	 	 関、もしくは相似の関係をもつものが選ばれる。だからといって、これらの関係がみな均	 
	 	 質でなければならぬということにはならない。（中略）意味連鎖を形成する輪の一つ一つ	 











ある。今年描いた『grow』(2017,図	 44)はその 初の一枚であると言える。	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 みすず書房	 1976	 p.192 
 69 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 






	 	 クレーは、能動と受動、主体と客体という両極性の「中間領域」で独自の思索を巡らせて	 
	 	 いたのである。クレーとほぼ同じころ、やはり「両極性」において造形的イメージの特質	 
	 	 を解明しようとしていた偉大な美術史家がいた。アビ・ヴァールブルクである。その「両	 
	 	 極性」は、理性と情念、論理と魔術、異教とキリスト教、歴史学と人類学など、研究の対	 
	 	 象（美術作品）から方法論にわたるまで、さまざまなレヴェルに及ぶ。それゆえ今日、歴	 
	 	 史学とか人類学とかのイメージ人類学と呼ばれている方法論がヴァールブルクにひとつの	 
	 	 起源をもつことは、たんなる偶然ではない。しかも、この美術史家にとって「両極性」の	 
	 	 あいだの揺れは、イメージの特性ばかりではなくて、生のスタイルにもかかわるものであ	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 p.349 
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註	 
（第一章）	 









２	 『美学辞典』佐々木健一	 p.63	 東京大学出版会「現在に集中し、心に浮かぶ想いもしくは構想	 idea;conception	 に	 
	 そのまま従って、それを外に現実化してゆくこと。漢語に由来する日本語の即興は、次のとおり、「興に即すること」	 
	 であるが、その「興」とは、「起こること」と「面白味」の二つの基本的字義をもっている。（中略）即興の字義は心	 
	 に立ち現れてきて、心に刺戟を与えるような想を追いかけてゆくことである。また、西洋語の	 improvisation	 は	 	 












３	 「注意の発達」『学校と社会』ジョン・デューイ、河村望訳	 p.131	 人間の科学新社「子供が自分自身の問題









４	 ここでいう「想像」と「創造」とは、「すでにある像を想像し、あるいは想起する」（『美学辞典』佐々木健一	 p.82）	 	 
	 再生的な想像と「自分のほうから感覚的な形を創り出す」(同上)想像の二種類を、「想像」と「創造」として示して	 
	 いる。	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